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第
44
回
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会

総
会
が
、
５
月
28
日
（
土
）
に
網
走
市

の
「
ホ
テ
ル
網
走
湖
荘
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

来
賓
に
鈴
木
正
晃
福
島
県
副
知
事
、
杉

山
純
一
福
島
県
議
会
議
長
御
夫
妻
、
清
水

敬
二
北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

副
局
長
、
髙
橋
文
明
北
海
道
議
会
議
員
御

夫
妻
、
平
井
雄
二
美
幌
町
副
町
長
、
大
原

昇
美
幌
町
議
会
議
長
を
お
迎
え
し
、
道
内

県
人
会
か
ら
会
員
の
皆
さ
ま
等
、
合
計
１

０
７
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
事
業
計
画
、
予
算
が
承
認

さ
れ
、
次
回
の
総
会
開
催
を
札
幌
福
島 

県
人
会
が
担
当
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ 

ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
長
年
県
人
会
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
福
島
県
知
事
、
福

島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
長
か
ら
の
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

懇
親
交
流
会
で
は
、
福
島
県
産
日
本
酒

等
を
飲
み
な
が
ら
、
母
県
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
る
と
と
も
に
、
副
知
事
を
は

じ
め
と
し
た
来
賓
の
方
々
や
、
会
員
同
士

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
が
催
さ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
、

自
慢
の
の
ど
を
披
露
さ
れ
、
最
後
に
は
、

参
加
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し

て
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

【
感
謝
状
受
賞
者
】 

 

福
島
県
知
事 

金
子 

民
男 

様
（
旭
川
） 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
長 

松
浦 

セ
ツ
子 

様
（
札
幌
） 

髙
木 

厚
子 

様
（
旭
川
） 

渡
邉 

武
治 

様
（
旭
川
） 

谷
川 

祐
喜
子 

様
（
別
海
町
） 

花
久 

正
友 

様
（
美
幌
町
） 

打
地 

良
子 

様
（
美
幌
町
） 

松
井 

忠
義 

様
（
浜
中
町
） 

金
田 

章 

様
（
紋
別
地
区
） 

高
橋 

武 

様
（
千
歳
） 

菅
野 

信
子 

様
（
苫
小
牧
） 

塚
見 

信
子 

様
（
苫
小
牧
） 

松
尾 

真
理
子 

様
（
苫
小
牧
） 

 

          

第
４
回
全
国
う
つ
く
し
ま
県
人
会 

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

  

全
国
各
地
の
福
島
県
人
会
が
一
堂
に

会
す
る
、
第
４
回
全
国
う
つ
く
し
ま
県
人

会
交
流
会
が
、
10
月
27
日
（
木
）
に
千

歳
市
の
「
丸
駒
温
泉
旅
館
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

来
賓
に
鈴
木
正
晃
福
島
県
副
知
事
、
満

山
喜
一
福
島
県
議
会
副
議
長
を
お
迎
え

し
、
道
外
よ
り
、
東
京
福
島
県
人
会
、
東

海
福
島
県
人
会
、
関
西
福
島
県
人
会
、
ふ

く
や
ま
福
島
県
人
会
、
福
岡
福
島
県
人
会

が
出
席
さ
れ
、
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合

会
の
会
員
等
を
含
め
、
合
計
50
名
が
出

席
し
ま
し
た
。 

 

意
見
交
換
会
で
は
、
各
県
人
会
の
活
動

状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
「
復
興

の
加
速
化
と
風
評
払
拭
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
各
県
人

会
か
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
情
報
発
信
や

県
産
品
の
販
売
等
を
通
し
た
福
島
県
の

Ｐ
Ｒ
・
風
評
払
拭
の
取
組
、
福
島
の
復
興

を
応
援
し
て
い
き
た
い
な
ど
、
活
発
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
次
回
開

催
は
、
福
島
県
大
阪
事
務
所
管
内
の
県
人

会
が
担
当
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

懇
親
交
流
会
で
は
、
福
島
県
産
日
本
酒

や
カ
ラ
オ
ケ
等
で
、
来
賓
や
、
道
外
県
人

会
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
深
め
、
最
後
は

全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

         

【知事感謝状を受賞される金子様】 

１ 

【意見交換会の様子】 



 

 

仏
縁
に
導
か
れ
た
利
尻
島
で
の
供
養 

  

札
幌
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 
 

会
長 
田
中 

四
郎 

  

福
島
県
の
会
津
地
方
は
、
日
本
の
五
大

仏
教
都
市
の
一
つ
で
す
。
五
大
仏
教
都
市

と
は
、
京
都
、
奈
良
、
鎌
倉
、
平
泉
、
会

津
の
都
市
を
云
い
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
私
の
故
郷
会
津
山
都
町
の

実
家
の
菩
提
寺
は
、
今
か
ら
７
８
０
年
前

の
鎌
倉
時
代
に
建
立
さ
れ
た
曹
洞
宗
の

寺
で
、
如
意
山
宝
昌
寺
と
い
う
名
前
の
寺

で
す
。 

 

私
事
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和

38
年
に
転
勤
で
札
幌
に
来
て
か
ら
、
そ

の
ま
ま
札
幌
の
住
民
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
昭
和
45
年
に
西
区
の
西
野
に

住
宅
を
建
て
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

札
幌
で
は
、
会
津
の
実
家
と
同
じ
宗
派

で
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
で
、
正
信
山
養
福
寺

と
い
う
寺
が
自
宅
の
近
く
に
あ
り
ま
し

た
の
で
、
菩
提
寺
と
し
て
檀
家
に
な
り
、

以
来
お
つ
き
あ
い
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

創
業
の
先
代
住
職
と
現
住
職
の
二
代
に

渡
り
、
寺
の
責
任
役
員
及
び
総
代
と
し
て

護
持
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

時
折
の
住
職
と
の
会
話
の
中
で
、
北
海

道
内
の
数
カ
所
に
私
の
出
身
地
で
あ
る

会
津
藩
か
ら
藩
士
達
が
北
方
の
警
備
の

目
的
で
北
海
道
に
渡
り
、
病
気
に
な
っ
て

し
ま
い
会
津
に
戻
れ
ず
、
死
去
し
た
藩
士

の
墓
が
あ
る
と
い
う
話
を
し
て
居
り
ま

し
た
。 

お
寺
の
住
職
は
、
色
々
な
役
職
を
兼
ね

て
活
躍
し
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
。
菩

提
寺
の
住
職
で
あ
る
河
村
康
秀
師
も
、
曹

洞
宗
北
海
道
管
区
教
化
セ
ン
タ
ー
主
管

の
任
に
あ
っ
て
、
道
内
の
あ
ち
こ
ち
の
寺

に
出
向
い
て
は
、
布
教
や
説
法
に
務
め
て

い
ま
す
。
又
、
札
幌
大
学
で
は
仏
教
の
講

義
を
持
っ
て
学
生
に
教
え
て
お
り
ま
す
。 

 

宗
派
の
平
成
28
年
度
の
行
事
予
定
の

中
で
今
回
、
10
月
１
日
か
ら
４
日
迄
、

利
尻
島
内
に
あ
る
４
ヶ
所
の
お
寺
、
広
鏡

寺
様
、
鷲
泊
の
大
法
寺
様
、
沓
形
の
大
泉

寺
様
、
そ
し
て
鬼
脇
の
大
決
寺
様
の
４
ヶ

寺
を
、
布
教
と
説
法
の
為
に
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。 

 

幸
い
島
で
は
、
比
較
的
に
時
間
も
と
れ

て
博
物
館
の
見
学
も
出
来
た
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
な
ん
と
な
く
散
策
し
た
所
は
、

ペ
シ
岬
と
い
う
所
で
、
海
岸
か
ら
の
遊
歩

道
が
高
台
に
通
じ
て
い
て
、
高
台
の
頂
上

に
は
、
四
方
を
柵
に
囲
ま
れ
、
土
台
も
50

セ
ン
チ
位
の
し
っ
か
り
し
た
基
礎
土
台

が
設
け
ら
れ
、
さ
ら
に
土
台
が
作
ら
れ
て

い
る
そ
の
上
に
、
仲
良
く
三
基
の
墓
石
が

建
っ
て
い
た
と
の
事
で
し
た
。 

 

墓
地
に
は
説
明
文
が
つ
い
て
い
て
、
明

ら
か
に
会
津
藩
士
の
墓
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
説
明
文
に
書

か
れ
て
い
た
の
が
、
大
沼
郡
高
田
村
所
生

と
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
の
会
津
高
田
町
の

事
で
、
も
う
一
人
は
、
河
沼
郡
駒
板
村
所

生
と
あ
り
、
こ
れ
は
現
在
、
会
津
若
松
市

河
東
町
出
身
の
藩
士
の
墓
で
あ
る
と
判

明
し
た
そ
う
で
す
。 

 

墓
所
に
は
造
花
で
は
あ
っ
た
が
、
花
が

両
サ
イ
ド
に
供
え
ら
れ
て
い
て
、
線
香
も

供
え
ら
れ
て
い
た
と
の
事
で
あ
り
ま
し

た
。
偶
然
に
出
合
っ
た
こ
の
墓
地
に
住
職

の
河
村
康
秀
師
は
、
こ
れ
は
ま
さ
に
、
仏

縁
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
直
感
し
て
、
本
業

で
も
あ
る
お
経
を
唱
え
供
養
し
て
帰
っ

て
来
ま
し
た
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
私
は
、
直
ち
に
寺
に
行
き
住
職
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
会
津
出
身
の
私
と
利
尻
島
に

出
向
い
た
住
職
と
の
浅
か
ら
ぬ
因
縁
に

よ
り
、
北
方
の
辺
で
望
郷
の
思
い
も
届
か

ず
、
無
念
に
も
亡
く
な
ら
れ
た
会
津
藩
士

達
へ
の
、
さ
さ
や
か
な
供
養
で
あ
っ
た
と

少
し
な
が
ら
心
安
ら
ぐ
思
い
で
、
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

           

総
会
を
終
え
て 

 

美
幌
町
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 

会
長 

近
藤 

康
弘 

       

青
空
に
小
さ
な
白
雲
が
浮
か
ん
で
、
周

り
の
山
々
も
緑
一
色
に
繁
り
恵
ま
れ
た

晴
天
の
中
で
、
第
44
回
福
島
県
人
会
北

海
道
連
合
会
総
会
を
、
網
走
市
呼
人
の
ホ

テ
ル
網
走
湖
荘
に
於
い
て
開
催
出
来
ま 

し
た
事
を
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。 

【利尻島の会津藩士の墓】 

２ 



 
又
当
日
は
多
忙
な
中
、
福
島
県
鈴
木
正

晃
副
知
事
を
始
め
、
県
議
会
杉
山
純
一
議

長
と
令
夫
人
、
北
海
道
高
橋
は
る
み
知
事

の
代
理
と
し
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興

局
清
水
敬
二
副
局
長
、
福
島
県
県
民
広
聴

室
荒
川
敏
室
長
、
北
海
道
議
会
髙
橋
文
明

議
員
と
令
夫
人
、
私
達
の
美
幌
町
か
ら
平

井
雄
二
副
町
長
、
美
幌
町
議
会
大
原
昇
議

長
と
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

思
え
ば
昨
年
１
月
19
日
、
札
幌
市
ネ

ス
ト
ホ
テ
ル
で
の
役
員
会
の
席
上
で
、
第

44
回
の
総
会
を
美
幌
町
県
人
会
で
担
当

し
て
欲
し
い
と
打
診
さ
れ
て
か
ら
、
こ
の

１
年
４
ヶ
月
は
準
備
と
企
画
を
練
っ
て

何
回
も
打
合
せ
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

不
安
と
苦
悩
を
胸
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら

成
功
を
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
１
人
が

立
ち
上
が
れ
ば
必
ず
２
人
３
人
と
続
く

と
い
う
如
く
、
役
員
さ
ん
を
始
め
会
員
さ

ん
も
顔
色
を
変
え
て
協
力
し
あ
い
、
心
の

絆
を
強
め
て
前
へ
進
む
の
み
と
頑
張
り

ま
し
た
。 

 

相
手
の
状
態
を
考
え
な
が
ら
、
一
軒
一

軒
家
庭
を
訪
問
し
て
対
語
を
し
な
が
ら
、

先
人
の
言
葉
に
「
人
の
た
め
に
火
を
灯
せ

ば
我
が
ま
え
明
ら
か
な
り
」
と
の
説
（
た

と
え
）
を
話
し
、
誰
も
見
て
い
な
く
と
も

一
生
懸
命
に
人
の
た
め
に
尽
く
し
て
行

け
ば
、
必
ず
自
分
に
か
え
っ
て
来
る
と
相

手
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
激
励

し
ま
し
た
。 

 

ど
ん
な
に
美
辞
麗
句
を
並
べ
て
も
、
行

動
が
伴
わ
な
け
れ
ば
空
し
い
人
生
と
な

り
、
悔
い
る
日
々
を
送
る
事
に
な
る
で
し

ょ
う
が
、
人
の
た
め
に
全
力
で
尽
く
す
こ

と
は
、
自
分
の
生
命
に
喜
び
を
与
え
、
躍

動
が
生
ま
れ
て
、
相
手
に
感
動
を
与
え
る

事
が
出
来
る
。 

 

思
え
ば
私
達
の
住
む
美
幌
町
も
人
口

が
２
万
人
弱
と
な
り
、
今
年
の
５
月
か
ら

は
美
幌
駅
も
無
人
化
と
な
り
、
会
議
を
開

く
事
は
出
来
て
も
宿
泊
施
設
が
な
い
中

で
の
困
難
な
苦
し
い
ス
タ
ー
ト
で
し
た

が
、
こ
の
逆
境
を
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
て
、
一
人
一
人
の
血
の
に
じ
む
よ
う

な
汗
と
涙
の
歴
史
の
ド
ラ
マ
を
つ
く
ろ

う
と
奮
起
し
ま
し
た
。 

 

総
会
当
日
に
次
か
ら
次
へ
と
全
道
か

ら
集
ま
っ
て
来
た
同
志
の
心
意
気
に
「
オ

モ
テ
ナ
シ
」
の
喜
び
が
は
じ
け
ま
し
た
が
、

私
達
は
県
人
会
の
草
創
に
還
れ
と
叫
び

な
が
ら
、
プ
ロ
に
頼
る
こ
と
な
く
ふ
る
さ

と
福
島
を
語
り
な
が
ら
酒
を
飲
み
交
わ

し
、
思
い
切
り
舞
台
せ
ま
し
と
歌
い
な
が

ら
会
員
の
親
睦
を
図
る
事
が
出
来
ま
し

た
。 

 

あ
ら
た
め
て
福
島
県
人
会
を
支
え
て

来
た
の
は
、
先
人
の
汗
と
涙
の
開
拓
の
魂

で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
福
島
を
思
う
一
人
一

人
の
心
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

終
わ
り
に
今
回
の
総
会
に
当
た
り
、
福

島
県
出
身
者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
事
と
、
各
社
の
代
表
者

50
人
以
上
の
方
々
に
は
、
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
ご
協
力
と
好
意
を
も
っ
て
い

た
だ
い
て
、
頑
張
っ
て
成
功
さ
せ
て
下
さ

い
と
叱
咤
激
励
を
受
け
、
会
員
一
同
感
謝

を
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
温
情
に
甘

え
る
事
な
く
、
美
幌
町
福
島
県
人
会
は
全

員
一
丸
と
な
っ
て
、
ふ
る
さ
と
福
島
県
の

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
、
頑
張
っ
て

行
く
事
を
誓
っ
て
お
礼
に
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
私
の
所
感
と
致
し
ま
す
。 

 

連
合
会
総
会
に
参
加
し
て 

 

美
幌
町
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 
 

幹
事 

三
浦 

均 

       

ホ
テ
ル
網
走
湖
荘
で
行
わ
れ
た
第
44

回
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
総
会
に
、

遠
路
は
る
ば
る
お
い
で
い
た
だ
い
た
福

島
県
副
知
事
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の

方
々
、
そ
し
て
各
県
人
会
会
員
の
皆
様
、

本
当
に
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
美
幌
町
福
島
県
人
会
近
藤
会
長
は

じ
め
会
員
一
同
盛
会
の
内
に
総
会
を
終

了
し
、
翌
日
、
皆
様
を
笑
顔
で
見
送
れ
た

事
を
本
当
に
喜
び
、
安
堵
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
い
た
の

で
、
自
己
紹
介
と
今
回
の
総
会
に
参
加
し

て
の
感
想
を
少
し
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

私
は
現
在
の
福
島
県
伊
達
市
梁
川
町

に
養
蚕
農
家
の
男
ば
か
り
６
人
兄
弟
（
６

男
は
私
が
自
衛
隊
入
隊
後
に
生
ま
れ
る
）

の
３
男
に
生
ま
れ
、
優
秀
な
成
績
？
で
高

校
を
卒
業
後
、
昭
和
50
年
３
月
18
歳
で

福
島
の
自
衛
隊
に
入
隊
、
翌
年
51
年
11

月
か
ら
は
、
現
在
住
ま
い
の
あ
る
美
幌
町

に
駐
屯
す
る
自
衛
隊
に
異
動
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
２
月
に
、
36
年
余
の
勤
務
を

終
え
て
54
歳
で
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

現
在
は
北
見
市
に
あ
る
大
槻
理
化
学
㈱

と
い
う
会
社
に
再
就
職
さ
せ
て
い
た
だ

き
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
家
族
は

妻
（
美
幌
出
身
の
た
め
、
福
島
へ
戻
る
こ

と
に
は
許
可
が
下
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
長 

女
（
看
護
師
）、
長
男
（
自
衛
官
）
で
、 

３ 



と
も
に
結
婚
し
て
子
供
２
人
ず
つ
授
か

っ
て
い
ま
す
。
簡
単
で
す
が
自
己
紹
介
で

し
た
。 

 

最
後
に
今
回
の
総
会
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
感
想
を
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
前
回
美
幌
町
県
人
会
が

担
当
し
た
と
き
に
は
、
両
親
を
福
島
か
ら

呼
び
寄
せ
て
道
東
を
案
内
し
て
い
た
た

め
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
他
の
県

人
会
様
が
担
当
し
て
行
わ
れ
た
総
会
に

も
参
加
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
今

回
初
め
て
参
加
し
て
み
て
、
参
加
人
数
は

も
と
よ
り
、
来
賓
の
豪
華
さ
、
各
県
人
会

会
員
様
の
元
気
の
良
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
懇
親
交
流
会
の
盛
り
上
が
り

様
、
翌
日
の
朝
食
か
ら
ホ
テ
ル
を
出
る
ま

で
の
テ
ン
シ
ョ
ン
の
高
さ
に
は
美
幌
町

県
人
会
で
２
番
目
に
若
い
（
総
会
の
懇
親

交
流
会
で
は
１
番
若
い
と
言
っ
て
し
ま

い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）
私
も

驚
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
福
島
を

思
う
気
持
ち
、
県
人
会
を
大
切
に
思
う
気

持
ち
が
強
い
な
と
感
じ
ら
れ
、
こ
れ
だ
か

ら
44
回
も
の
長
期
間
続
け
ら
れ
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
最
後
に
札
幌
の
福
島

県
北
海
道
事
務
所
の
方
々
の
ご
尽
力
に

お
礼
申
し
上
げ
、
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

第
44
回
福
島
県
人
会 

北
海
道
連
合
会
総
会
終
え
て 

 

美
幌
町
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 

幹
事 

阿
久
津 

泰
子 

  

寒
冷
の
候
、
会
員
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と

と
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

遠
方
よ
り
多
数
の
出
席
者
を
迎
え
皆

様
の
母
県
を
愛
し
復
興
を
願
う
お
言
葉
、

会
員
の
活
躍
の
紹
介
、
表
彰
式
、
懇
親
交

流
会
で
は
多
く
の
人
と
触
れ
合
い
大
い

に
盛
り
上
が
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
私
が
初
め
て
福
島
県
を
訪
れ
た

の
は
36
年
前
に
な
り
ま
す
。
夫
の
郷
里

南
会
津
、猪
苗
代
湖
、磐
梯
山
、鶴
ヶ
城
、

野
口
英
世
記
念
館
、
塔
の
へ
つ
り
、
ス
パ

リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
、
塩
屋
崎
灯
台

な
ど
、
美
し
い
花
々
味
わ
い
深
い
食
材
、

多
様
な
温
泉
、
豊
か
な
自
然
、
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

県
人
会
に
お
世
話
に
な
っ
て
７
年
位

に
な
り
ま
す
が
、
会
の
人
達
は
郷
里
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
集
ま
り
に
は
い
つ
も
地
酒

を
美
味
し
く
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
会
の
行
事
に
参
加
が
出
来
、
交
流

を
深
め
、
震
災
、
原
発
事
故
に
よ
る
被
害

の
復
興
と
再
生
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

又
、
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
最
愛
の
夫

晴
久
古
が
、
平
成
27
年
12
月
12
日
に

享
年
65
歳
に
て
叫
べ
ど
答
え
ぬ
人
と
な

り
、
天
に
還
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

私
と
し
て
も
、
い
つ
迄
も
福
島
県
を
夫

と
の
想
い
出
に
、
こ
れ
か
ら
も
県
人
会
の

皆
様
と
仲
良
く
し
て
、
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。 

               
「
絆
」
を
深
め
た
思
い
出 

 

美
幌
桜
を
つ
く
る
会 

 
 
 
 
 
 

副
会
長 

中
山 

仁 

  

       

福
島
県
人
会
の
皆
様
に
は
健
や
か
に

お
過
ご
し
の
事
と
思
い
ま
す
。 

 

今
か
ら
３
年
位
前
に
美
幌
町
県
人
会

の
秋
の
日
帰
り
旅
行
の
ご
案
内
を
い
た

だ
き
、
友
人
の
斉
藤
光
雄
さ
ん
と
２
人
で

参
加
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

時
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
書
い
て
み

ま
し
た
。 

朝
、
近
藤
会
長
宅
前
に
バ
ス
が
来
て
い

る
の
で
、
乗
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
次
に

バ
ス
は
会
員
さ
ん
の
集
合
す
る
場
所
（
３
、

４
カ
所
位
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
）
を
迎
え

に
廻
り
、
川
湯
温
泉
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。 

バ
ス
の
中
で
近
藤
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
ホ
テ
ル
に
着
い
て
か
ら
の
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
に
着
い
て
か
ら
懇
親
会
が
始
ま

る
ま
で
に
時
間
が
あ
る
と
の
事
な
の
で
、

斉
藤
さ
ん
と
温
泉
に
入
り
、
出
て
部
屋
に

つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
懇
親
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

近
藤
会
長
さ
ん
の
挨
拶
、
そ
し
て
乾
杯

と
宴
会
に
入
り
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
を 

【副知事と阿久津さん・美幌町県人会の皆さん】 

４ 



さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
会
員
の
人

達
か
ら
は
初
め
て
逢
っ
た
と
言
う
よ
り

は
何
年
も
前
か
ら
知
っ
て
い
た
か
の
よ

う
に
、
き
さ
く
に
色
々
と
言
葉
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
ま
た
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
心
か
ら
嬉
し
く
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
き
有
り
が
と
う
ご
座
居

ま
し
た
。
県
人
会
の
人
達
は
皆
仲
が
良
く

て
深
い
絆
で
む
す
ば
れ
て
い
ま
す
ね
。
全

員
の
方
が
家
族
の
よ
う
に
な
っ
て
楽
し

ん
で
い
る
姿
を
み
て
い
ま
す
と
、
心
暖
ま

る
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
宴
会
は
進
み

カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
り
、
皆
が
楽
し
ん
で
歌

い
私
達
も
楽
し
く
歌
わ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
宴
も
終
わ
り
と
な
り
、
送
り
の
バ

ス
に
乗
り
川
湯
温
泉
を
後
に
し
ま
し
た
。

バ
ス
の
中
で
も
マ
イ
ク
を
に
ぎ
り
歌
っ

て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
斉
藤
さ
ん
も
楽

し
そ
う
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
斉
藤
さ
ん

と
は
長
い
付
き
合
い
で
す
が
バ
ス
の
中

で
歌
っ
て
い
る
姿
は
初
め
て
見
ま
し
た
。

き
っ
と
楽
し
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
も
近
藤
会
長
さ
ん
の
気
く
ば
り

と
会
員
の
方
々
の
や
さ
し
さ
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
心
暖
ま
る
気
持
ち

で
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
本
当
に
有
り
が
と

う
ご
座
居
ま
し
た
。 

ま
た
今
年
に
入
り
６
月
19
日
に
ご
協

力
者
と
感
謝
の
夕
べ
に
、
私
と
斉
藤
さ
ん

と
が
近
藤
会
長
さ
ん
か
ら
ご
案
内
を
い

た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
く
参
加
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
斉
藤
さ
ん
は
当
日
仕

事
の
都
合
上
参
加
が
出
来
な
い
と
、
と
て

も
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。
何
か
県
人
会

の
行
事
が
あ
る
ご
と
に
気
を
と
め
て
い

た
だ
い
て
近
藤
会
長
に
は
い
つ
も
心
か

ら
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。
午
後
６
時
よ
り

ス
ナ
ッ
ク
ア
カ
シ
ヤ
様
で
感
謝
の
夕
べ

が
開
宴
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
近
藤
会
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
次
に
道
議
会
議
員
の
髙

橋
文
明
氏
の
乾
杯
音
頭
が
あ
り
宴
会
に

入
り
ま
し
た
。
会
員
の
方
々
が
向
か
い
あ

っ
た
席
に
座
り
な
が
ら
向
か
い
合
っ
た

人
達
と
楽
し
く
酒
を
酌
み
交
わ
す
姿
は

ほ
ほ
え
ま
し
く
家
族
の
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。
近
藤
会
長
さ
ん
は
席
の
一
人
一
人

に
話
し
か
け
酒
を
酌
ん
で
廻
る
姿
は
本

当
に
や
さ
し
く
、
誰
に
で
も
区
別
な
く
話

か
け
る
姿
は
会
員
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
好

か
れ
人
望
が
あ
る
人
と
思
い
ま
し
た
。 

 

お
酒
も
ま
わ
り
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま
り

次
か
ら
次
と
会
員
の
方
の
美
声
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
小
さ
な
子
供
さ
ん

が
上
手
に
歌
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
夢
の
よ
う
な
二

時
間
を
す
ご
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。
本
当

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
近
藤
会
長
さ
ん
の
益
々
の
ご

活
躍
と
ご
健
康
を
心
か
ら
願
い
、
美
幌
町

福
島
県
人
会
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
と
ご

健
康
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

福
島
県
人
会
に
参
加
し
て 

  

美
幌
町
自
治
会
連
合
会 

 

交
通
安
全
部
会 

理
事 

中
嶋 

忠 

  

第
44
回
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会

総
会
及
び
懇
親
交
流
会
の
集
い
に
初
め

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

福
島
県
人
会
が
全
道
的
規
模
で
行
わ

れ
て
お
り
皆
さ
ん
の
絆
の
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。 

 

ま
た
福
島
県
の
副
知
事
様
や
議
長
様

な
ど
も
出
席
し
て
下
さ
り
、
北
海
道
福
島

県
人
会
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
知
り

深
く
感
銘
い
た
し
ま
し
た
。 

 

感
想
文
を
書
く
に
あ
た
り
少
々
福
島

県
人
の
歴
史
を
調
べ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
旧

会
津
藩
士
、
会
津
若
松
の
町
医
者
が
箱
館

戦
争
の
時
も
従
軍
し
、
負
傷
兵
の
治
療
に

当
た
る
な
ど
活
動
さ
れ
戦
後
も
北
海
道

に
残
り
室
蘭
病
院
（
現 

市
立
室
蘭
病
院
）

の
初
代
院
長
に
な
ら
れ
た
方
、
ま
た
北
海

道
屯
田
兵
と
し
て
移
住
さ
れ
、
の
ち
に
農

業
試
験
場
の
誘
致
に
尽
力
さ
れ
た
方
や

福
島
県
の
警
察
官
だ
っ
た
人
が
転
出
し

た
上
司
に
誘
わ
れ
、
大
正
12
年
に
北
海

道
庁
水
産
課
に
転
職
さ
れ
漁
民
達
の
暮

ら
し
が
楽
に
な
ら
な
い
仕
込
資
本
と
い

う
悪
弊
に
気
づ
き
、
ま
ず
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
を
つ
く
り
、
国
の
低
利
資
金
を
活

用
で
き
る
道
を
開
き
、
道
内
各
地
に
漁
協

が
組
織
さ
れ
る
な
ど
、
北
海
道
の
全
般
の

基
礎
を
築
い
て
下
さ
っ
た
の
が
福
島
の

方
々
で
あ
る
こ
と
を
知
り
感
動
と
感
謝

と
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

総
会
に
お
い
て
は
、
近
藤
会
長
が
全
道

の
副
会
長
に
就
任
さ
れ
美
幌
町
並
び
に

全
道
の
福
島
県
人
会
が
益
々
明
る
く
楽

し
い
県
人
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
期
待

い
た
し
ま
す
。 

 

懇
親
会
で
は
ま
わ
り
の
皆
さ
ん
と
楽

し
い
語
ら
い
と
、
つ
い
つ
い
調
子
に
の
っ

て
歌
の
ト
リ
の
方
の
と
き
は
、
紙
吹
雪
を

ま
く
な
ど
有
意
義
な
一
時
と
な
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
大
い
に
語
る
会
で
は
、
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
か
と
お
忙
し
い

中
、
多
数
の
方
々
に
お
集
ま
り
頂
き
真
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

佐
藤
英
道
衆
議
院
議
員
も
福
島
県
人

会
の
一
員
で
あ
り
、
忌
憚
の
無
い
お
話
を

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
政
治
活
動
に
活

か
さ
れ
て
い
く
も
の
と
確
信
い
た
し
ま 

５ 



す
。 

 
こ
れ
か
ら
の
県
人
会
に
思
う
こ
と
は
、

文
化
交
流
、
体
験
交
流
の
推
進
、
例
え
ば

少
年
団
交
流
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
や
野
球

の
親
善
交
流
試
合
の
開
催
ま
た
、
夏
季
キ

ャ
ン
プ
体
験
交
流
な
ど
、
ま
た
、
北
海
道

福
島
県
人
会
４
世
５
世
の
方
々
の
福
島

県
へ
の
交
流
会
の
開
催
な
ど
相
互
交
流

で
魅
力
の
再
発
見
と
共
に
お
互
い
の
絆

を
深
め
さ
ら
に
北
海
道
福
島
県
人
会
の

団
結
力
が
深
ま
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
福
島
県
人
会
の
皆
さ
ま
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
と
益
々
の
ご
発
展
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

               

杉
山
福
島
県
議
会
議
長
が 

「
傷
心
惨
目
の
碑
」
に
お
参
り 

  

函
館
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 
 

幹
事 

菅
野 

広
道 

  

当
会
で
は
毎
年
５
月
11
日
に
箱
館
戦

争
で
戦
死
し
た
会
津
藩
士
を
供
養
す
る

「
傷
心
惨
目
碑
前
祭
」
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
去
る
５
月
27
日
（
金
）
に
は

杉
山
福
島
県
議
会
議
長
夫
妻
が
高
龍
寺

を
訪
問
し
「
傷
心
惨
目
の
碑
」
に
献
花
さ

れ
ま
し
た
。 

 

当
会
か
ら
は
熊
坂
顧
問
、
小
山
会
長
な

ど
４
名
が
同
席
し
、
亡
き
藩
士
の
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。 

             

杉
山
議
長
は
、
当
会
が
毎
年
慰
霊
祭
を

行
っ
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。 

 

ご
夫
妻
は
こ
の
後
、
翌
日
網
走
で
開
催

さ
れ
る
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
総

会
・
懇
親
交
流
会
に
出
席
の
た
め
、
出
発

さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
お
桜
見(

は
な
み)

の
集
い
」
を
開
催 

  

函
館
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 
 

幹
事 

菅
野 

広
道 

  

５
月
２
日
（
月
）
五
稜
郭
公
園
で
「
お

桜
見
（
は
な
み
）
の
集
い
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

当
日
は
絶
好
の
花
見
日
和
に
恵
ま
れ

て
10
名
が
参
加
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
ビ

ー
ル
で
話
も
弾
み
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

 

陽
気
と
美
味
し
い
臭
い
に
誘
わ
れ
て

外
国
人
留
学
生
が
立
ち
寄
り
歓
談
す
る

一
幕
も
あ
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
９
月
28
日
（
水
）
に
は
、
今

春
オ
ー
プ
ン
し
た
北
海
道
新
幹
線
の
新

木
古
内
駅
と
道
の
駅
「
み
そ
ぎ
の
郷
（
さ

と
）」
を
見
学
し
な
が
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

と
温
泉
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。（
８
名

参
加
） 

            

日
帰
り
温
泉
～
観
楓
会
を
楽
し
む 

  

旭
川
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 
 

幹
事
長 

圓
谷 

清 

  

去
る
10
月
30
日
（
日
）
東
川
町
キ
ト

ウ
シ
高
原
ホ
テ
ル
に
て
、
温
泉
入
浴
と
懇

親
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
佐
藤
貞
夫
会
長

以
下
16
名
の
参
加
者
で
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

当
日
の
天
候
は
、
雪
模
様
も
一
休
み
の

一
日
と
な
り
季
節
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず

の
天
候
で
、
旭
川
駅
に
９
時
30
分
に
集

合
し
ホ
テ
ル
送
迎
バ
ス
に
揺
ら
れ
、
10

時
過
ぎ
に
ホ
テ
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
キ
ト
ウ
シ
高
原
ホ
テ
ル
は
、
旭
川

福
島
県
人
会
観
楓
会
と
し
て
平
成
22
年 

【中嶋忠さんと照井歌子さん】 

【杉山議長夫妻と函館県人会の皆さん】 

【五稜郭公園にて】 
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以
来
６
年
ぶ
り
の
場
所
で
し
た
が
、
皆
さ

ん
慣
れ
た
も
の
で
ホ
テ
ル
玄
関
か
ら
懇

親
会
会
場
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
又
、
懐
か
し

い
ね
と
言
わ
れ
な
が
ら
入
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

 

少
し
落
ち
着
い
て
か
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

温
泉
入
浴
の
人
と
近
況
報
告
の
懇
談
の

人
と
共
に
の
ん
び
り
と
し
た
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

 

懇
親
会
は
11
時
半
よ
り
金
子
民
男
顧

問
の
ご
挨
拶
よ
り
始
ま
り
～
懐
か
し
い

楽
し
い
思
い
出
話
で
懇
親
会
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
て
、
締
め
の
時
刻
は
時

計
を
見
る
と
午
後
２
時
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

宴
も
盛
り
上
が
り
カ
ラ
オ
ケ
が
始
ま

る
と
、
砂
山
三
絵
子
相
談
役
が
最
初
に
始

ま
り
ま
し
て
会
場
の
雰
囲
気
を
和
ま
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
福
島
民
謡
で
は
、

「
新
相
馬
」
を
渡
邉
武
治
監
査
に
唄
っ
て

い
た
だ
き
、
故
郷
福
島
の
幼
き
日
の
風
景

や
生
活
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
宴
の
中
に
は
変
装
カ
ラ
オ
ケ
が
あ
っ

て
星
英
治
副
会
長
の
一
曲
で
は
、
一
流
ス

タ
ー
似
の
衣
装
で
登
場
し
会
場
の
皆
さ

ん
大
き
な
拍
手
と
声
援
と
大
笑
い
と
で

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。 

 

最
後
に
参
加
者
全
員
が
輪
に
な
っ
て

唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
山
口
正
幸
会
計
部
長
よ
り
、

会
員
皆
さ
ん
の
健
康
第
一
を
考
え
、
ま
た

次
回
元
気
で
会
え
ま
す
よ
う
に
と
一
本

締
め
に
よ
り
終
了
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
美

味
し
い
食
事
と
温
泉
・
カ
ラ
オ
ケ
で
良
き

思
い
出
が
で
き
親
睦
と
友
好
を
深
め
合

う
観
楓
会
で
し
た
。 

            

28
年
度
合
同
観
楓
会 

  

別
海
町
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 

事
務
局 

大
内 

照
雄 

  

近
隣
３
県
人
会
合
同
観
楓
会
、
年
に
一

度
の
、
お
楽
し
み
会
、
何
の
違
和
感
も
な

い
、
一
年
振
り
の
顔
、
母
県
、
両
親
、
妻

が
た
ま
た
ま
福
島
出
身
で
あ
り
、
そ
ん
な

不
思
議
な
関
係
で
つ
な
が
る
県
人
会
。
北

海
道
で
さ
び
し
く
暮
ら
し
た
く
な
い
と
、

福
島
県
人
か
た
ぎ
の
絆
が
、
思
い
は
皆
同

じ
、
先
輩
た
ち
の
築
い
た
、
こ
の
つ
な
が

り
の
絆
、
我
々
で
消
し
た
く
な
い
、
継
承

し
よ
う
と
考
え
る
仲
間
。
こ
の
歴
史
有
る

第
34
回
合
同
観
楓
会
が
今
年
は
別
海
町

県
人
会
担
当
で
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
10
月
２
日
（
日
）、
３
日
（
月
）、

１
泊
２
日
の
日
程
で
、
昨
年
の
美
幌
町
県

人
会
様
と
同
様
、
弟
子
屈
町
川
湯
温
泉
、

名
湯
の
湯
、
き
た
ふ
く
ろ
う
ホ
テ
ル
に
て

開
催
し
ま
し
た
。 

 

何
か
が
違
う
、
送
迎
の
バ
ス
時
間
は
ま

だ
な
の
に
、
落
ち
着
か
な
い
早
め
の
集
合
、

乗
り
合
わ
せ
す
る
と
、
こ
ん
な
バ
ス
で
遠

く
旅
行
へ
行
き
た
い
、
何
が
そ
ん
な
に
楽

し
い
の
か
、
不
思
議
で
た
ま
ら
な
い
。
た

っ
た
一
晩
な
の
に
、
車
内
よ
り
眺
め
る
変

わ
り
ゆ
く
風
景
、
何
気
も
な
く
い
つ
も
眺

め
て
い
る
山
々
、
平
坦
な
牧
場
風
景
が
何

と
な
く
楽
し
さ
に
変
わ
る
の
が
不
思
議

で
な
ら
な
い
。
そ
う
こ
う
話
あ
い
、
考
え

て
い
る
う
ち
ホ
テ
ル
へ
到
着
下
車
。
ホ
テ

ル
ロ
ビ
ー
で
の
参
加
者
ど
う
し
の
、
顔
を

あ
わ
せ
、
お
互
い
に
変
わ
ら
な
い
最
近
の

健
康
状
況
報
告
。
お
世
話
に
な
る
ホ
テ
ル

食
堂
で
の
昼
食
会
、
今
回
は
チ
ョ
ッ
ト
見

た
目
よ
り
も
豪
華
な
オ
ニ
ギ
リ
弁
当
、
懇

親
会
の
今
夜
の
料
理
が
期
待
で
き
そ

う
？ 

 

初
日
最
初
の
行
事
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
参

加
者
は
13
名
、
年
々
減
少
、
や
は
り
自

然
な
の
か
も
。
で
も
こ
れ
だ
け
に
楽
し
む

会
員
、
不
思
議
な
ほ
ど
空
は
晴
天
、
芝
生

も
最
高
、
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
昨

年
と
違
っ
た
変
化
の
あ
る
コ
ー
ス
、
何
回

も
上
げ
た
り
、
お
ろ
し
た
り
、
苦
労
し
な

が
ら
懇
親
会
を
楽
し
み
に
、
２
コ
ー
ス

18
ホ
ー
ル
を
無
事
終
了
。
名
湯
の
湯
で

身
体
を
癒
や
す
、
湯
に
ゆ
っ
く
り
と
浸
か

る
体
。
18
時
よ
り
懇
親
会
、
美
幌
町
県

人
会
様
14
名
、
浜
中
町
県
人
会
４
名
、

担
当
別
海
町
県
人
会
10
名
、
遠
路
は
る

ば
る
台
風
の
被
害
に
て
道
内
Ｊ
Ｒ
ズ
タ

ズ
タ
の
状
況
の
中
、
割
合
順
調
に
乗
り
継

ぎ
出
来
ま
し
た
と
、
余
裕
を
も
っ
て
現
れ

た
、
福
島
県
北
海
道
事
務
所
、
長
谷
川
守

所
長
の
参
加
、
総
勢
29
名
に
て
、
別
海

町
副
会
長
渡
辺
栄
顕
様
の
開
会
の
辞
で

始
ま
り
、
全
員
に
て
今
年
度
北
海
道
、
熊

本
、
東
北
の
福
島
、
宮
城
、
岩
手
の
災
害

地
の
災
害
犠
牲
者
に
対
し
て
の
、
黙
祷
、

主
催
者
担
当
県
人
会
の
白
石
会
長
、
来
賓

所
長
さ
ん
、
美
幌
町
県
人
会
近
藤
会
長
各

位
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
別
海
町
湯
田

会
員
の
乾
杯
の
発
声
音
頭
で
宴
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

【キトウシ高原ホテルにて】 
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
表
彰
式
、
今
年
は
男
女

混
合
の
為
、
ハ
ン
デ
制
、
女
性
マ
イ
ナ
ス

２
打
、
頑
張
り
ま
し
た
。
僅
差
で
、
女
性

勝
利
、
59
打
マ
イ
ナ
ス
２
打
で
57
打
、

浜
中
町
県
人
会
吉
家
慶
子
さ
ん
優
勝
、
お

め
で
と
う
ご
座
い
ま
す
。
準
優
勝
は
、
ベ

ス
グ
ロ
58
打
、
大
内
照
雄
氏
小
差
で
敗

れ
残
念
で
し
た
。 

 

そ
の
後
は
事
務
局
の
志
向
に
よ
り
多

く
の
商
品
を
参
加
者
全
員
へ
会
長
か
ら

送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
贈
呈
後
は
、

言
わ
ず
と
知
れ
ず
、
前
回
同
様
、
マ
イ
ク

を
渡
す
と
プ
ロ
並
み
の
鍛
え
た
喉
の
披

露
、
選
曲
す
る
方
も
大
変
で
す
。
緊
急
助

け
人
、
美
幌
町
県
人
会
前
崎
孝
子
さ
ん
、

慣
れ
た
手
付
き
で
そ
の
場
を
し
の
い
で

く
れ
て
、
お
お
助
か
り
、
飲
む
時
間
も
な

く
最
後
ま
で
付
き
合
い
、
協
力
に
あ
り
が

た
く
感
謝
の
意
を
全
員
拍
手
で
お
礼
に

変
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

こ
ん
な
で
２
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
、
最

終
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
足
腰
元
気
な
、
恒
例

の
北
海
盆
お
ど
り
で
再
度
盛
り
上
が
り
、

全
員
参
加
で
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
ホ
テ
ル
で
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
あ
り
、

ロ
ビ
ー
で
の
三
味
線
生
演
奏
、
ほ
ろ
酔
い

の
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
翌
日
は
朝
食
後
、

参
加
各
会
員
に
ホ
テ
ル
前
で
来
年
も
ま

た
元
気
で
と
誓
い
合
い
見
送
り
。
私
達
も

又
、
ホ
テ
ル
の
方
に
見
送
ら
れ
後
に
い
た

し
ま
し
た
。 

 

 

 

函
館
県
人
会 

 

管
野 

正 

様
（
出
身 

函
館
市
） 

 

笹
原 

志
郎 

様
（
出
身 

せ
た
な
町
） 

 

熊
坂 

高 

様
（
出
身 

福
島
市
） 

 
旭
川
県
人
会 

 
佐
藤 

厚
子 

様
（
出
身 

旭
川
市
） 

 

美
幌
町
県
人
会 

 

刈
谷 

敏
子 
様
（
出
身 

郡
山
市
） 

 

千
歳
県
人
会 

 

川
田 

和
裕 

様
（
出
身 
郡
山
市
） 

 

吉
田 

成
人 

様
（
出
身 

小
野
町
） 

 

佐
々
木 

義
朗 

様
（
出
身 

富
岡
町
） 

佐
々
木 

モ
ト
子 

様 

（
出
身 

富
岡
町
） 

 

 

 

「
あ
ん
ぽ
柿
」「
に
ら
」「
い
ち
ご
」
な
ど 

冬
も
福
島
県
産
農
産
物
が
旬
で
す
！ 

 

伊
達
市
発
祥
の
「
あ
ん
ぽ
柿
」
は
、
出

荷
再
開
か
ら
４
年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

は
小
玉
の
み
の
出
荷
で
し
た
が
、
今
年
は
、

大
玉
の
出
荷
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。 

他
に
も
、
に
ら
、
し
ゅ
ん
ぎ
く
、
い
ち

ご
な
ど
、
冬
も
旬
の
福
島
県
産
農
産
物
。

店
頭
で
お
見
か
け
の
際
は
、
是
非
ご
賞
味

く
だ
さ
い
。 

 

 

 

福
島
県
北
海
道
事
務
所 

所
長 

 
 

長
谷
川 

守 

（
出
身 

南
相
馬
市
） 

      

４
月
か
ら
北
海
道
事
務
所
勤
務
と
な

り
早
い
も
の
で
あ
っ
と
い
う
間
に
８
ヶ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
県
人
会
の
皆
さ
ま
に

は
と
て
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。 

３
月
ま
で
は
生
活
交
通
課
と
い
う
と

こ
ろ
で
只
見
線
の
復
旧
に
関
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
北
海
道
に
も
只
見
線
に
劣
ら
ぬ

魅
力
あ
る
ロ
ー
カ
ル
線
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
最
近
の
Ｊ
Ｒ
の
廃
止
問
題
に
は
心
を

痛
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

家
族
は
妻
と
息
子
２
人
で
、
長
男
は
高

校
３
年
生
、
次
男
は
小
学
４
年
生
で
す
。

単
身
赴
任
で
す
の
で
子
供
に
会
え
な
い

寂
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
子
供
の

方
が
慣
れ
て
き
て
だ
い
ぶ
気
が
楽
に
な

り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
北
海
道
は
本
格
的
な
冬
を

迎
え
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
ま
す
が
、
私
に

と
っ
て
は
そ
れ
も
楽
し
み
で
す
。
春
先
に

木
々
が
芽
吹
き
始
め
た
な
と
思
っ
た
ら

瞬
く
間
に
山
や
街
が
緑
に
染
ま
っ
た
の

に
は
驚
き
ま
し
た
し
、
秋
に
は
街
中
で
雪

景
色
に
浮
か
ぶ
紅
葉
も
見
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
今
は
大
通
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
き
れ
い
で
帰
り
道
が
毎
日
楽

し
い
で
す
ね
。
街
を
歩
い
て
い
る
と
ほ
ん

と
に
き
れ
い
な
と
こ
ろ
だ
な
と
思
い
ま

す
。 北

海
道
に
は
見
て
み
た
い
も
の
、
食
べ

て
み
た
い
も
の
、
行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ

が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
年
、

や
り
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
多
す
ぎ
て

来
年
こ
そ
は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

北
海
道
に
は
も
と
も
と
知
り
合
い
も
な

い
で
す
か
ら
皆
さ
ま
と
お
会
い
す
る
の

を
い
つ
も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

８ 


